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は じ め に 


この た び は 本 書 を ご 購入 いた だ き 、 誠 に あり が と う 
ご さい ます 。 


本 書 は 、 キ ャ ラ に 躍動 感 を 感じ な い 、 横 顔 と 正面 
顔 が 別人 の よう で あま り パ ッ と し な い 、 キ ャ ラ の 魅力 が 
いま ひと つ 伝 わら な い … な ど な ど 、 絵 を 描い て いく うえ 
で お 悩み の 方 に 、 よ り 「 生命 感 ]」 の ある キャ ラ の 描き 
方 を 身 に つけ て いた だ く お 手 伝い が で きれ ば 、 と いう 
思い で まとめ た 描画 テク ニッ ク 集 で す 。 


リア リティ の ある 魅力 的 な キャ ラク ター を 描く に は 、 
し ぐさ や 表情 な ど に よる 感情 表現 、 ま た 重心 や 体重 
移動 な ど に よる 動 的 ・ 物 理 的 な 表現 を 自然 に 描く こと 
が 大 事 に な っ て きま す 。 一 見 難し そう で す が 、 わ か りや 
すく 解説 し て いま す の で 、 ぜひ 挑戦 し て みて くだ さい 。 


本 書 を 活用 し て 、 ワ ン ラ ンク アッ プ し た 描画 テク 
ニッ ク を 身 に つけ て いた だ ける と 幸い で す 。 そ れ で は 、 
いっ し ょ に 勉強 し て いき まし ょ う 。 
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1 風 を 描く 


風 は 目 に 見 えま せん が 、 吹く 方 向 (流れ ) が あり ます か ら 、 それ を 表現 する よう に 描き まし ょ う 。 髪の毛 ・ 衣 服 
な ど 、 描く 対象 に よっ て 重 さ や 柔らか さ が 異 な り ま す の で 、 その 点 も 注意 が 必要 で す 。 








②③ 後ろ か ら 吹 く 風 を 描く 


後ろ か ら 吹 きつ ける 風 の 流 れ を 意識 し て 描き まし ょ う 。 
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②③ 前 か ら 吹 く 風 を 描く 


次 の ペー ジ に ある 「 髪 の 毛 を 布 に 見 立て 
て 風 の 流れ を 考え る 」 が 参考 に な り ま す 。 
前 か ら 吹 きつ ける 風 の 流れ を 意識 し て 描 
きま し ょ う 。 


シワ の は じ ま り 


胸元 か ら シ ワ が 広がっ て いく 
感じ に 描き ます 。 
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Part 1 


01 | 風 を 描く 


②③ 髪の毛 を 布 に 見 立て て 風 の 流 れ を 考え る 


髪の毛 の な びき の 描き 方 で と て も 大 切 に な っ て くる の が 、 風 の 流れ で す 。 
少し わか りや すく する た め に 、 単純 化し て み ま し た 。 


a CR RE 2 
静 競 計 必 NAS な 。 a ルム 
1 3。 ek た LS 

ズ ね 感じ で す 。 
か る も 欧 a て 凍 す 91・ 
気 と 全く 基 え し の 。 
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ンジ ャ ーー クー デマ ッ 
cums 
髪の毛 の な びき の 動き 














② 服 の な びき \ 


服 の な びき と 髪の毛 の な びき と は 近い 
感じ で す が 、 服 は 1 点 か ら シ ワ が 波 の 
よう に 広がっ て いく 感じ で す 。 


生生 生生 | 
咽 導 時 半 | 


服 の 素材 に よる 描き 分 け 
服 の 素材 と 薄 さ に よっ て 、 な びき の 度合 い は 変わ り ます 。 服 の 種類 に よっ て 描き 分 け て くだ さい 。 
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② 服 を 描く 時 も 風 の 流れ を 考え る 


髪 の 長 さ 、 服 の 素材 に よっ て な びき は 違っ て きま す 。 注意 し て 描い て くだ さい 。 
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02 重 さ を 描く 


重 さ は 目 に は 見 えま せん 。 重 さ を 描く コツ は 、 キ ャ ラク ター に 「 演じ て も ら う 」 こ と で す 。 重たい 物 を 持つ 一 抱 
える 、 重 た 過ぎ て 持て な い 一 抱え られ な いな ど 、 キャ ラク ター に 演じ て も らい まし ょ う 。 





© 「 重 い 」 を 描く 


全体 的 に 反っ た 感じ に 描き まし ょ う 。 重心 は 低い 位置 に あり ます 。 
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陳 a 作 (2 で 
表現 を . 


© 「 軽 い 」 を 描く 


重心 は な く 、 ぷら 下がっ て いる よう な イメ ー ジ で 考え まし ょ う 
軽く て 身体 が 浮い て し まう 感じ で す 。 
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へ 璧 tx 陣 


か 02 | 重き を 描く 


© 「 少 し 重い 」 を 描く ン 人 ak 


少し で も 重み を 感じ て いま す の で 、 
や や 右 肩 を 突っ 張っ た 感じ に する 
と いい で し ょ う 。 重心 も 右足 で と 
る と 安定 感 が 出 ます 。 


nS 
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UN A た 

太い 所 + を 重み 
か ) くく 。 
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© 「 少 し 軽い 」 を 描く 





あま り 重 み を 感じ て いま せん の で 、 
重み に よる 身体 の 変化 は ほとん ど 
見 えま せん 。 身体 の バラ ンス は 自 
由 に 描い て いい と 思い ます の で 、 
思い 通り に 描い て いき まし ょ う 。 





修作 0. 
3 RE 
動 ふ Pu73。 
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衝 休 アタ 2 
〇 重 さと 動き る 診 / っ 
カバ ン が ひと り で に 動く と いう シー ン を 、 重 さ っ と リサ も fB に 
の 表現 に 注意 し な が ら 描 いて み ま しょ う 。 = "1 
/ た 
A ya "Yn 





RC RT 






カバ ン の 動き に 逆らっ て 
踏ん 張っ て いる 所 で す 。 


“5, A 2+ 


ris 稚 ZY- 系 動け 
カバ ン が 
動く 方 向 


2 重心 


は LM 朋 ぃ っ 
旋 >2 る 表 下 宅 」 
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3 閉 遊 と 落下 の 
舞 き 分 け 


浮遊 と 落下 、 似 て る よう で 実は 全然 違う 表現 で す 。 「 浮 く 」 は 重力 に 逆らっ て いる 状態 、「 落 ちる 」 は まさ に 
重力 その も の 。 物質 は 、 加速 し て 風 を 正面 か ら 受け な が ら 沙 ち る 点 に 注意 し まし ょ う 。 





② 頭 の 位置 を 上 下 入れ 替え る 


人 は 頭 が いち ば ん 重い た め 、 頭 か ら 落 下す る イメ ー ジ 
が あり ます 。 ま た 不安 定 感 ち ある た め 、 頭 を 下 に する 
だ け で 落ち て いる よう に 見 えま す 。 





貞和 "上 た みう と 
活路 z っ 繁 た 
きす 3, 





明記 て ああ 3 と 
双 ト (< る 3 集 jk 


3。 ご > 





横向 き で 描く と 浮遊 と 落下 の どちら に も 利用 
で き て 便利 で す 。 た だ し 平面 的 に な り 過 ぎる 
の で 、 その 点 を 考慮 し て 描き まし ょ う 。 





②③ 身体 を 少し ずつ 下 に 傾け る 


同じ く 横 向き で す が 、 今度 は 浮遊 し て いる 身体 を 少し 
ずつ 傾け て 落下 させ て み ま し ょ う 。 
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03 | 浮遊 と 落下 の 描き 分 け 


② 浮 遊 感 を 出す た め の ボ ポイ ント 


無重力 感 を 出す た め に あお 向け の 場合 は 少し 身体 を 反っ た 感じ に 、 
うつ 伏せ の 場合 は 少し 前 屈み に 描く の が ポイ ント で す 。 





EL 
Sh と し と 


EE。 ピッ 





べそ . 
され 。ー 
季 Ss なぐ 。 


② 落下 感 を 出す た め の ボ ポイ ント 


基本 は 、 頭 は 下向き に し 衣服 の な びき を 描く こと で 、 落 下 し て いる 
状況 を 見 せる こと が で きま す 。 


イ ュ 7 ツレ を を も で 9 狗 と 
エリ 基 人 人 か まそ す 





る の 導 せ < 留 3 え 2 
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②③ 少し リア ル な 表現 





ーー 





バタ ト な 系 a 訂 に 


% 2 の 過 ( あ 愛 ) と 識 り っ 
ね の mn た 語 <. 


事 ヵ た 応 s 放 すけ 


欠 ょ Zn< 必 7 


きき 
(の 


さき 池本 ③ コ 改 rr 話 


04 躍動 感 あ る ジャ ン 


ジャ ンプ は 、 全 身 の バ ネ を 使っ て 高く 飛ぶ 動作 で す 。 動き を 表す な ら 身 体 が 空中 に 飛ん た 瞬間 、 浮い た 状 
態 を 表す な ら 空 中 に ある 状態 が 最も わか りや すい ジャ ンプ の 表現 で す 。 










O 〇 空中 に 飛ん だ 瞬間 人 





a NN ジウ 
i (A 知 ) 本 
万 動 太 と と ジー RN 3 A> 

な 
② 後 ろ 向 き 


グ ャ ルプ の 場 人 / 
ーー つら 4 て 
SRN カッ クス 
DA ( i i み 
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る や る / 
〇 ジャ ンプ の 頂点 | 
これ か ら 落 下 モ ー ド に 入り そう な 所 で す 。 個人 
的 に は 、 ジ ャ ンプ し て 頂点 まで 上 り 落 下 に 入 
る 有 瞬間 が いち ば ん ジャ ンプ らし いと 思い ます 。 





eS か と 。 


② 落下 モー ド に 入っ た 所 SN の 


異な る 動き を 入れ る こと で 、 ワン パタ ー ン に な ら な いよ 


うに し まし ょ う 。 [へ 


由 PS 2 / 
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05 自然 な 歩き を 描く 


「 歩き ] は 、 倒れ そう に な っ た 身体 を 、 最初 に 重心 の あっ た 足 と は 反対 側 の 足 を 踏み 出す こと で 前 に 進ま せ 
る 一 連 の 動作 で す 。 いろ いろ な 歩き が あり ます の で 、 描き 分 け て み ま し ょ う 。 








© 自然 な 動き 





歩き は 、 振り 子 の 原理 で 前 に 進み ます 。 土 と 『] 
に と の 242 
7 a 
重心 ② 
まだ 重心 は | 
こち ら に あり ます が 前 に 踏み 出す と 


こち ら に 重心 が 移り ます 。 


クン 


soo \ 
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© 〇 心 が 弾 ん で いる 時 の 歩き 方 


ワク ワク し た 気持 ち で 足踏み し 、 軽 く ひ ざさ が 上 が っ た 
歩き で す 。 


も ゃ ます ん ( 


PART 1 


と 
マル 
ーー Kk 
ここ ヘー 
| 4 
へ 壁 Qtt 引 飼 発 理 





上 達 テ クニ ッ ク 1U23 


P 05 | 自然 な 歩き を 描く 


②③ 気持 ち が 落 ち 込 ん で いる 時 の 歩き 方 


歩き 方 も 状況 に よっ て いろ いろ 変わ っ て きま す 。 落ち 込ん で いる 時 は 、 
ひざ が 上 が ら ず 小刻み な 歩き に な り ま す 。 


し SW た Z カ か) 

月 対 費 //。 
対 芝 し 自 人 8 が 78 ん 
あい は す 





ルル 


RK 
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② 軽い ステ ッ プ の 歩き 


全体 的 に 重み を も た せ ず 、 つ 軽い は ずん だ 感じ を 意識 し て 
描く よう に し まし ょ う 。 ス キッ プ を 踏ん で いる 様子 を 思い 
描く と わか りや すい か も し れ ま せん 。 
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へ 並 etow 引 氷 
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PART 1 


U6 自然 な 走り を 描く 








自然 な 走り を 描く に は 、 単 に 走っ て いる 状態 を 描く の で は な く 、 走っ て いる 人 の 感情 を 表現 し な けれ ば な り 


ませ ん 。 「 も うだ め 一 苦し い 」 な ど 、 走っ て いる 時 の こと を 思い 出し な が ら 描 いて み ま し ょ う 。 


© や や 息切れ し て きた 走り 


状況 に よっ て いろ いろ な 走り 方 が あり ます 。 
これ は 普通 の 走り で す が 、 少し 息 が 上 が っ て 
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〇 限界 に 近い 走り 2 = 


息 も 切れ て 辛い 感じ の 走り で す 。 









QC 少し ふら つい た 走り 
K 気持 ち 前 の め り に 「 お っ と !」 と いう 感じ の 

た そ ソノ 

と テア ルイ オル 

そう 

泰和 そる 次 偽り 

TP 


所 人 ん う 12 て 
Ew | ほう , 


ator © 
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へ 蒲 計 三 諸 び 引 下 


® 06 | 自然 な 走り を 描く 


© 〇 © 走り の 後ろ 姿 


身体 の 流れ に 注意 し 、 ス カー ト や 髪の毛 の 動き に も 工夫 を し まし ょ う 。 
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〇 物 を 持っ た 走り 


重心 の と り 方 、 身体 や ドレ ス の 流れ を 描く こと で 、 自然 
な 動き が 表現 され ます 。 
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7 三才 な 目 転 車 の 
乗り 方 


自転 車 に 乗っ た 人 物 を 描く 時 は 、 ま す 先 に 自転 車 を 描き 、 次 に 自転 車 に 合わ せ て 人 物 を 描き ます 。 自転 
車 は 、 前 も っ て 人 物 を 入れ た と きのこ と を 考え て 描き まし ょ う 。 











基本 の 描き 方 上 
パー ス を 考え て 描き まし ょ う 。 2 月 AC' 
な の W か がき なつ 」 
= 
ング 
\ 





ア / 
/ ぐ 


の MD 





自転 車 の 乗る 人 物 の 描き 方 の 基本 
まず は 自転 車 を 考え 、 人 物 は あと で 描き ます 。 
足 を 描く と き は 、 ペ ダル の 付け 根 を 軸 に 回 転 
する こと を 忘れ ず に 。 
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② 臨場 感 を 出す 


スピ ー ド 感 を 出す た め に 、 ア ング ル と 
画 角 を 変え て み ま し た 。 同じ 絵 で も 少 
し 変え る だ け で 臨場 感 が 出 ま せん か ? 


| | ] 
A | 





© 基本 の 描き 方 (後ろ 向き ) 


後ろ 向き も や は り 自 転 車 の アタ リ を 先 に と り ま す 。 
人 物 は あと か ら 描 きま す が 、 頭 の 位置 な ど を 最初 
に 決め て か ら 自 転 車 を 描き まし ょ う 。 
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会 、 


財 こ 光 き 司 凌 思 守 民 


jig 上 手 な 階段 の 
上 り 方 ・ 下 り 方 


階段 を 上 り 下 りす る 時 に 大 切な の は 、 や は り 重 心 の バラ ンス で す 。 バラ ンス が うま く 描 けれ ば 、 自然 な 感じ 
を 出す こと が で きま す 。 








②③ 階段 を か け 上 が る 


カト 2 


Ch 





し 身体 ええ 
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N ee 
ee ya 
em 2 に た EY で | < フ 
E ウジ る 


重心 LLS) 


② 階段 を 上 る 


身体 の バラ ンス を 大 切 に し まし ょ う 。 
身体 の 重心 の 動き を 考え て 描き ます 。 










nA 
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Rat 
偉 充 7/ 


3 階段 を 下り る 

階段 を 下り る 時 も や は り バ ラン ス が 大 事 で す 。 
前 に 倒し 過ぎ て 落ち そう に な ら な いよ うに し ま 
b ら まう 
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9 上手 な 振り 向き 方 


「 振 り 向き ] は 、 目 一 頭 一 首 一 肩 一 腰 一 足 と いう 流れ で 動い て 行き ます 。 回 転 を か けた 動き を 描く こと で 、 
自然 な 振り 向き の 動作 が 描け ます 。 動き の 流れ を 考え て 描く よう に し まし ょ う 。 








〇 立ち 姿勢 で の 振り 向き 







この 段階 で は 、 上 
半身 ( 頭 ・ 肩 ・ 腰 
ぐら いま で ) は 正 
面 近 くま で 動い た 
よう に 描き ます 。 





で ひざ で 提げ 2 生 
0 ー か を 
す 93 引 : う き に し て 動き の 遅 


れ を 表現 し ます 。 
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② す わり 姿勢 で の 振り 向き 


や 


マー、 


① 頭 が いち ば ん に 
動き ます 。 > 


② 肩 も 少し 動き ます 。 


り グ ーーー 
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ee 


③ そ し て 足 も 少し 
動き ます 。 


上 = 
3_ 


久信 か く 


多 衣 と 早 生れ 


7 ん 広 の 


身体 は ひね っ て 
横 に 回 り ま す 。 


簿 付 悼 
会 、 


本 ご 







全体 に 後ろ に 
移動 し ます 。 
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10 動か す と いう こと 


動き に は 、 骨格 と 筋肉 の 仕組 み が と て も 関係 し て いま す 。 身体 の 曲がる 方 向 ・ 曲 が ら な い 方 向 、 身 体 の 伸 
びる 限界 な ど 、 可能 不可 能 な こと が いろ いろ あり ます 。 








② 自然 な 動き を 描く 2 
骨格 と 筋肉 の 動き を 意識 し て 
描き まし ょ う 。 ざっ くり 骨組 み を /| 
描き まし た の で 参考 に し て くだ Rp 
さい 。 わ ざと らし い 動 き に な ら は 
な いよ う 気 を つけ まし ょ う 。 4 必 ( 夫 う /。 
に / ト 
ナイ ( 科 
(が - 家 
【/ ) ノ 人 か 
ソラ / つ RR 
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や あま は [ 心 。 し ば 。 

BGA 装い | 
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② つ 手 を 上 げ る 


箱 人 間 を 描い て 身体 の ラフ を 起こ し て いる 人 
も 多い と 思い ます が 、 人 は ひし 形 に も 変形 し ま 
す 。 一 部 分 が 変形 する の で は な く 身 体 全体 を 
通し て 変形 し ます の で 、 そ こ を 意識 し て 描い て 
いく こと が 重要 で す 。 箱 人 間 に 頼り 過ぎ る と 動 
き が 硬く な っ て し まい ます の で 気 を つけ まし ょ う 。 
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|2 10 | 動か す と いう こと 
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© 腰 と 股関節 の 動き 


股関節 は 前 後 左右 に 大 きく 広げ る こと が 
可能 で す 。 し な や か な 腰 と 足 の 動き を 描い 
て み ま し ょ う 。 


この よう に 、 股関節 は 思っ た より 広く 開き ま 
す 。 こ の こと を 念頭 に お く と 、 大 き な 動 き や 
柔らか い 動 き を 描く こと が で きま す 。 
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11 重心 の 考え 方 


重心 は 身体 を 支え る 軸 の 役割 を 果たし ます 。 重心 が ズレ る と 倒れ そう に な り 、 安 定 感 を 失い ます 。 ます 体 
重 が どこ に か か り 、 どう バラ ンス を と っ て いる か を 考え て 描く こと が 大 切 で す 。 








G 自 然 体 の 重心 の と り 方 


この よう な ポー ズ の 場合 、 軸 足 の 真 上 に 頭 を も っ て くる こと で 安定 感 が 出せ ます 。 片足 で 重心 を 支え る こと で 、 軸 走 で な い 
も う 片 方 の 足 に 余裕 が 生ま れ ま す 。 す る と ある 程度 自由 に 動か せる よう に な る の で 、 動き の ある バラ ンス 感 が 出せ ます 。 
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③ 歩く 時 の 重心 


元気 よく 歩い て いる 所 で す 。 歩く 時 は 地面 に 
つい て いる 方 の 足 に 重心 が あり ます 。 足 を 動 
か す と 、 重心 は 振り 子 の よう に 動き ます 。 







〇 し ゃ が お 時 の 重心 43 
この ポー ズ で は 、 か か と を 浮か せ 、 ひざ を 下げ 9 SA 


る こと で 全体 に 安定 感 を も た せま す 。 上 半身 
の 位置 も 大 切 で す 。 


上 生え EE な 

| a 

ルー Ve 1 
ー、 “で 


重 バ 


9 w 





[| 村 敵 放 1 ml 


an | 医 末 話 主 3 i 


[ i 


重心 





キャ ラ に 生命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テ クニ ッ ク 041 


042 


Part 1 


| ] | 重心 の 考え 方 


②③ 走っ て 転び そう に な っ た 時 の 重心 
走り 」 は 、 パ ネ の よう に ジャ ンプ し な が 移動 し ます 。 作例 は 走り 


な が ら コ ケ か けた 所 で す が 、 軸 足 か ら 前 方 、 頭 の 方 へ 重心 が 移 
動 し て いる こと に 注目 し まし ょ う 。 










② 三 角形 で バラ ンス を と る 先 


重心 の バラ ンス を どの よう に と る か を 考え る 場合 、 で や 
逆 三 角形 を イメ ー ジ する と わか りや すい で し ょ う 。 


NX 


逆 三角 形 の イメ ー ジ 
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〇 投げ る 時 の 重心 


投げ る 時 の 重心 は 軸 足 に あり ます 。 上 半身 を 
ね じ っ て 投げ ます の で 、 軸 足 の 重心 が ブレ な 
いよ うに 気 を つけ まし ょ う 。 


か し (AY& の っ る っ 


と ーー 動 $a が すす 

© 蹴る 時 の 重心 SG て 。 
足 を 上 げ る の で 、 上 半身 で バラ ンス を と り ま 
す 。 髪の毛 や 衣類 を 動か し て 躍動 感 を 出し ま 
し ょ う 。 
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② つ 赤ちゃん を 抱き か か える 時 の 重心 


赤ちゃん と は いえ か な り の 重 さ が あり 、 手 だ け で 支え る の は 大 変 で 
す 。 ど うす れ ば 楽に な る で し ょ うか 。 そ れ は 、 身 体 を 反 ら し 、 身体 
全体 で 支え る よう な 重心 の と り 方 を する こと で す 。 





了 


aa 


還 

A 
禁 
療 | 


昌 。 
* 


PE 


< 


il ng aa 





人 
細 


a 


岬 
※ 


② 赤ちゃん を 育 負 う 時 の 重心 


背負 う 時 は どう で し ょ うか 。 こ ちら は 身体 を 前 屈み に し 
て バラ ンス を と り ま す 。 こ うす る こと で 自然 な ポー ズ に 
な り ま す 。 
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1 2 片足 で 立つ 方 法 


片足 で 立つ と は 、 片 足 で どう バラ ンス を と る か と いう こと で す 。 地面 に つい て いる 足 を 軸 足 と し 、 重心 に 気 
を つけ て 描き まし ょ う 。 逆 三 角形 の 構図 で 描く と バラ ンス よく 立た せる こと が で きま す 。 











② 片足 で 立つ 


片足 で バラ ンス よく 立た せ て 見 せる 
に は 、 軸 足 を 支え の 中 心 と し て 、 そ 
の 上 に 逆 三 角形 が や じ ろ べ え の よ 
うに 立っ て いる 状態 に し ます 。 この 


頭 が てく ライ に 気付 り 
作例 で は 頭 が 少し 左側 に ある の で 、 ル 


身体 を 少し 右側 に 寄せ て 描く と バ まし ょ う 2 


ラン ス よ く 立 た せる こと が で きま す 。 | "の まう d 胃 ) 
7 ご の よう た に す 折 く こと て ” 
石上 中 が 太史 まり 
後ろ に ある 枝 、 に 見 22 
ノ 軸 足 と 選 n8 す 。 


て 体 的 に 見 せる 
た ぬ 、 ス パッ ツ の 
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② 片 足 を 蹴り 上 げ る 


少し 動き の ある 片足 立ち で す 。 こ れ も 軸 足 を 中 心 と し て 
逆 三 角形 で バラ ンス を と っ て いま す 。 








横向 き 
横 か ら 見 て も 、 や は り 逆 三角 形 で 
バラ ンス を と っ て いま す 。 
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© 足 を 高く 引き 上 げ て 立つ 


こう し た ポー ズ も 、 当 然 な が ら 軸 足 を 中 心 と し て 
バラ ンス を と り ま す 。 こ の 場合 に は さら に 、 足 を 
自分 で 自分 の 身体 に 引き 寄せ る と いう 動作 が プ 
ラス され ます 。 
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13 脱力 感 の 描き 方 


脱力 感 を 表現 する 場合 は 、 生 命 力 を 感じ させ る 重心 、 筋肉 の 力 の 入れ 具合 な ど 、 通 常 は キャ ラク ター を 描 
くう え で 大 切な 要素 を 逆 に 「 抜 けた 状態 」 で 描く 必要 が あり ます 。 





G 脱力 感 の ある あお 向け の 身体 g9 朋 休 2 ンー 系 
脱力 し た 状態 を 描く 場合 重心 は 身体 全体 を 通し て 「 地 宝 ku 郭 273, 
面 の 接し て いる 面 ]| に な り ま す 。 \ な 3d 授かる 


CIEE 
43, 







イト る 司 様 4< 
据 カ 2 エエ 


© 脱力 感 の ある うつ 伏せ の 身体 


あお 向け 、 うつ 伏せ は 横向 きよ り 地 面 に 接し て いる 部 分 
が 多い た め 、 脱 力 感 を 高め る こと が で きま す 。 








3 脱力 感 の ある 横向 き の 身 体 


重心 は や は り 地面 に 接し た 面 で す 。 
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© より 立体 感 を 出す 


少し 身体 の ひね りな ど を 入れ て 立体 感 を 強調 し まし た 。 この よう 
に 全く 動か な い 状 態 で も 、 立 体 表 現 は 大 切な 要素 の 1 つ で す 。 


アイ レベ ル : や や アオ リ 





少し アオ リ る 分 に 拘る 
が 体 表 紀 アラ スト 。 
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14 重心 の 移動 


身体 を 動か す 時 、 重 心 が ど の よう に 動い て いく か を 考え て み ま し ょ う 。 こ れ は 動き を 描く うえ で 、 バ ラン ス の 
と り 方 な どの 大 切な ポイ ント に つなが り ま す 。 も ちろ ん 1 枚 絵 を 描く うえ で も 大 切な 要素 で す 。 








② す わり 姿勢 か ら ど @ 重心 は 上 半身 の 下 に 移動 し ます 。 
上 半身 が 倒れ る 動き 


身体 を 右側 に 移動 する 動き で す 
(作例 は 右 ペ ー ジ か ら は じ ま り ます ) 。 







チ 1 伸 C3 た 
AN 


NN 
衝 重心 て 0 ヽ J 
〇 すわ り 姿 勢 か ら 立 ち 上 が る 動き Sir 


体重 を 前 方 に 移動 し 、 腰 を 上 げ る 動き で す 。 


で 
3 は 3 人 I ) ぐ * 重心 は 足 で す 。 

SS (| | 

Sg, NA 

/ | 重心 は 背骨 か ら 
お 尻 に か け て 下 
へ 向け て か か り 
ます 。 








重心 は 足 に 
移動 し て いき ます 。 
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a 心 と 上 半身 の 支え は 
右手 に 移動 し ます 。 a” 
重心 は 両手 に あり 、 
ひざ で 上 半身 を 支え 
で ゆま す 。 








① 歩き 姿勢 か ら 立 ち 止ま る 動き W 


前 方 に 歩い て 移動 し 、 立 ち 止 まる 動き で す 。 


| 軸 足 が 後ろ 足 ( 左 足 ) 


重心 は 身体 の (9 重心 が 右足 に 移動 し 
中 心 に あり ます 。 $ まし た 。 動き は 前 方 な の で 重心 は 後ろ に 
残り ます 。 こ の あと 前 


に 向かっ て いる の で 、 
重心 は 少し 前 に 移動 に 移動 する と 軸 足 は 
逆 の 足 に な り 、 重心 も 


し て いま す 。 
そちら 側 に 移り ます 。 













し た 重心 
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fn アオ リ と フカ ン の 
描き 方 


アオ リ と フカ ン は 、 身体 の ライ ン を 描く アイ レベ ル の 絵 と 違い 、 身体 の 立体 奥行 き を 描く こと が 必要 で す 。 
身体 を 輪切り に し て 考え 、 縦 の 流れ だ け で な く 横 の 流れ も 考え て 描き ます 。 








〇 © 立ち 姿勢 の アオ リ を 描く 


アオ リ は 見 上 げ る 構図 で す 。 全体 的 に 三角 形 を 意識 し て 描き まし ょ う 。 
アオ リ の 場合 、 通 常 は 頭頂 部 は 見 えな いこ と に 気 を つけ まし ょ う 。 







② 腰 を 落と し た 姿勢 の アオ リ を 描く 


アイ レベ ル に 近い タイ プ の アオ リ は 水平 に な りや すい の で 気 を 
つけ て 描き まし ょ う 。 


1 のり 2 A ムン 
| す 局 2 す セ ん 22 > 


NT 








股 部 分 な どの 服 ジ ( 「 オ リリ < 

広戸 よ ヽ 

の シワ を 描く よう な 2 ます が ぬく へ 
に する と リア リ 

ティ と か っ こよ さ 

が アッ プ し ます 。 


地面 を きち ん と 考え て 描き まし ょ う 。 
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② 立ち 姿勢 の フカ ン を 描く 


フカ ン は 見 下ろ す 構図 で す 。 フカ ン の 場合 、 水 平 位置 の 正面 絵 
と は 違い 、 角度 に よっ て 見 えな い 部 分 も 出 て きま す 。 正面 か ら 描 
く 場合 で も 描き 込む と は 限ら な い の で 、 その 点 は 要 注 意 で す 。 





\、 a 大 も kc と 
J ーー すわり 姿勢 の フカ ン を 描く 


/ 敵 , 表 
4 和 現 / 朗 m すわ り 姿 勢 で も 、 や は り いち ば ん 大 切な の は 全体 的 
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p15 | アオ リ と フカ ン の 描き 方 
〇 立ち 姿勢 の 後ろ 姿 の アオ リ を 描く 


腰 、 お 尻 を きち ん と 描き まし ょ う 。 三角 形 を し っ か り 
意識 し て 、 地面 に まち ん と 立た せま し ょ う 。 


見 セ て あげ まう 
次 も 大 m2 


ゃ ん と 培っ 
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②③ 振り 向き 姿 の フカ ン を 描く 
腰 の ひね り を 大 切 に 描き まし ょ う 。 ( 
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3 15 | アオ リ と フカ ン の 描き 方 


© アオリ ・ フ カ 2 


作例 の よう な 赤い ライ ン を 考え て 描き まし ょ 
立体 的 に 見 せる 大 切な ライ ン で す 。 


アデ 
が | 、 
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16 近く ・ 遠 く を 見 る 


近く を 見 る 時 は 構図 を フカ ン に し 、 少 し 被写体 に 近づき の ぞ き 込ん た レイ アウ ト に する と 効果 的 で す 。 遠く 
を 見 る 時 は 構図 を アオ リ に し 、 少し 画面 を 引い た 感じ に し て 目線 の 先 に 広がり を も た せま す 。 








②③ 近 く を 見 る 時 の 表現 


近く を 見 る 時 は 、 小さ くま と まっ た 感じ に する と わか りや すく な り ま す 。 構 
図 は フカ ン に する と よい で し ょ う 。 の ぞ き 込ん だ よう な レイ アウ ト に する 
こと で 、 キャ ラク ター に 親近 感 ち も わい て きま す の で ぐ 効 果 的 で す 。 





くに 乙 う ろ EET 
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ウル を きん ・ 
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②③ 遠く を 見 る 時 の 表現 


遠く を 見 る 時 は 、 遥 か 先 を 見 て いる 感じ に 表現 する と わか りや すく な り ま す 。 
構図 は アオ リ で 、 目 の 前 に 空間 を と る と 効果 的 で す 。 
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PART 1 


指 き 方 


人 体 は 通常 、 背 景 パ ー ス に 合わ せ て 描き ます が 、 こ こ で は 人 体内 の み で パー ス を と っ て 描い て み ま し た 
人 体 と 地面 と の 接地 面 、 お よび 人 体 に 対し て の 横 の ライ ン を 基準 に パー ス を と っ て いま す 。 








②③ 天地 と 奥行 き に 
パー ス を きか せる 


パー ス の きい た 身体 は 、 まず アイ 
レベ ル を 決め て か ら 描 きま し ょ う 。 





② 目 線 を 落と し て パー ス を きか せる 


重心 は 低く 、 被 写 体 か ら 近 い 感 じ で 描き ます 。 
近い 部 分 は 全体 的 に 大 きく 見 えま す 。 
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②③ 天地 に パー ス を きか せる 


フカ ン 気 味 の ア ング ル の 場合 は 、 地面 の 位置 と 向き を 意識 し て 描き まし ょ う 。 


P 





キャ ラ に 生命 を 吹き 込む イラ スト テク タク ニック 


uk 壁 は は き okN ヘ ハー ニス 





3 7 | パー ス を きか せ た 描 き 方 


〇 広角 気味 に 湾曲 を きか せる 


目 の 大 き さ な ど 、 手前 に な る ほど 大 きく 描き まし ょ う 。 
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②③ アオ リ 構 図 で パー ス を きか せる 


アオ リ 具 合 に より 肩 な ど で 首 が 見 えな く な る 


の で 、 気 を つけ て 描き まし ょ う 。 


アイ レベ ル 
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て 
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ok 喜 立 ほ さ kt 一 ニ 





To 正面 顔 と 横顔 の 
違和感 を な くす 


正面 顔 ・ 横 顔 ・ 斜 め 顔 は セッ ト で 考え る よう に し ます 。 それ ぞ れ の 「 目 ・ 鼻 ・ 口 」] の バラ ンス の と り 方 で 顔 が 
似 て る 似 て な い を 判断 され る の で 、 この 3 つの バラ ンス を 意識 し て 描き まし ょ う 。 








② 斜め 顔 一 正面 顔 一 横顔 の 変化 


アゴ の 角度 、 鼻 の 高 さ 、 目 と 目 の 間 隔 に 気 を つけ て 描き ます 。 
キャ ラク ター を 描く 際 に は 、 ① 斜 め 顔 一 ② 正 面 顔 一 ③ 横 顔 の 
順番 で 描い て いく と イメ ー ジ し や すい で し ょ う 。 













に っ っ ュー 陰影 も 大 切な 表現 の 1 つ 
で す の で 、 高 さ ・ 奥 行き を 
考え て 陰影 を つけ まし ょ う 。 


月 月 A 
問 志 に A 


気 る 人 が? 
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〇 後ろ ・ 斜 め 顔 ・ 横 顔 (右向き ) 


左 ペ ー ジ の キャ ラク ター の 後ろ 姿 と 、 斜め と 横 の 向き を 右側 に 変え た 作例 で す 。 
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NN | 
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+o どこ か ら 見 て も 
自然 な ポー スズ 


ある ポー ズ を 描い た 時 、 実 際 そ ん な 風 に 見 える の か と 不安 に な る こと が あり ます 。 そ ん な 時 は 、 前 ・ 横 ・ 後 
ろか ら と いう よう に いろ いろ な 角度 か ら 考 えて みる と 、 自然 な ボーズ が 描け ます 。 








〇 同じ ポー ズ を 角度 を 変え て 描く 


下 の 完 成 ポ ー ズ を 別 の 角度 か ら 描 いて み ま し ょ う 。 






放ち. 抽 & 八 2 
え 12 E>, 


068 


ーー/ 間 し 人 
腸 み タリ メサ 
世 玉 。 
ZH t= 
か te 
ン と 上" け 
くま オ す 
横 か ら 見 る と 、 身 体 の 反り 具合 


正面 ・ 横 向き ・ 後 ろ 向 き を 想像 し て スケ ッ チ が 描け た ら 、 角度 、 流れ 、 身体 の 
反り な ど 、 いく つか ポイ ント を 決め て 、 最終 的 な ポー ズ と 見 比べ て みて くだ さい 。 
この 方 法 が 身 に つけ ば 、 キャ ラク ター を 動か すこ と も で きる よう に な り ま す 。 





な ど が よく わか り ま す 。 
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マセ 
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会 、 





っ さま ざま な 動き の 
2U ポー ズ 


いろ いろ な 動作 を まとめ て み ま し た 。 押し た り 引 いた り し た 時 の 力 の か か る 方 向 と 体重 を か ける 方 向 、 動い 
た 時 の 重心 の と り 方 と 体重 移動 、 シ ワ の 動き な と を 考え て 描い て いき まし ょ う 。 












NR | ) 
〇 蹴る 


重心 バラ ンス と フッ トワ ー ク 感 が 大 切 で す 。 i 
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少し パー ス を きか せ て み ま し た 。 
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いい 


eros, 


② つ 踊る 


柔らか い ラ イン と 軸 を と り 、 動き の 表現 を し まし ょ う 。 


中 人 Ey 


位 や 動き 


p20 | さま さま な 動き の ポー ズ 


②③ 押す 


SS 
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NN 。 和沙 2 / 
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② つ 引っ 張る 


肩 ・ 手 ・ 腰 ・ 足 を 主 点 と 考え まし ょ う 。 
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② 書道 を する // 
腰 を 低く する こと で 下半身 に 人 ( 
安定 感 を 出し 、 上 半身 の 動 

き に 余裕 を も た せま す 。 腕 A AN 
か な と 上 33 
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下ろ す 感 じ に 描い て いき ま 
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う ] 「 一 生 」 の 顔 の 
描き 分 け 


年 齢 に よっ て 顔 全 体 か ら 見 た パー ツ の バラ ンス は 違い 、 目 ・ 鼻 ・ 口 それ ぞ れ 

の 位置 、 頭 部 に お ける 目 の 高 さ が 変 わり ます 。 年 齢 に 合っ た 顔 の 描き 分 け を 

心がけ まし ょ う 。 全身 像 も 参考 に し て くだ さい 。 〇 思春 期 
頭 の 2 分 の 1 に 目 を 置く こと 
に は 変わ り は あり ませ ん が 、 
目 が 少し 小さ く な り ま す 。 








9 少女 

幼児 に 比べ て 少し 成長 し て 
いま す の で 、 頭 の 2 分 の 1 に 
目 を 置き まし ょ う 。 


② つ 赤ちゃん ・ 幼 児 


頭 部 の 2 分 の 1 以下 に 顔 パ ー 
ツ を 集め て 、 頭 を 大 きく 描く こと 
が 幼い 顔 を 描く コツ で す 。 
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© 成人 


目 の 位 置 は 変わ りな い の で す が 、 
鼻 の 位置 が 少し 下がっ た 感じ に 
な り ま す 。 


© 老人 


老人 の 場合 は 少し 描き 方 を 変え まし ょ う 。 
どちら か と 言え ば 、 リア ル な 描き 方 に な り ま 
す s 鼻 も リア ル に 描き 変え まし た 。 
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で 
> 
コ 


ト う 


リー 


き 潤 中 避 選 S「 時 | 


22 自然 な シワ の 描き 方 


ン ワ を 描く 際 の ポイ ント は 、「 シ ワ の 流れ 」 で す 。 布 が 高い 所 か ら 低い 所 へ 落ち る 際 の シワ の 流れ 、 布 を 折っ 
た 時 の シワ の 流れ な と さま さま で す が 、 シ ワ の 入る 理屈 を 理解 する と 簡単 に 描け ます 。 








© 柔らかく 身 体 と の 密着 度 の 低い 服 


全体 的 に ふわ っ と し た 感じ で 描き まし ょ う 。 
シワ は 高い 所 か ら は じ ま り ます 。 P80 の 
「 シ ワ の 表現 方 法 ] を 参照 し て くだ さい 。 









ロ D 
PP 
RL 
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〇 ② ある 程度 密着 度 の ある 服 


上 半身 と 下半身 の 服 と 身体 の 密着 度 の 違い を 
描き 分 ける よう 心がけ まし ょ う 。 


中 





2 つの シワ の 流れ の は じ ま り 


この よう に 肩 か ら 服 が 外れ た りす る と 、 
ER シワ の 流れ の た る み が 集まり 、 い くつ 
も の 山 が で きま す 。 


キャ ラ に 








シワ が 集まっ て 
山 に な り ま す 。 


ひじ も 、 曲げ る と 
[高い 所 」 と 同じ と 
考え て くだ さい 。 








生命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テ クニ ッ ク 077 


PART 1 


人 


ok 喜 SN 堂 発想 


3 22 | 自然 な シワ の 描き 方 


③ 身体 と の 密着 度 の 高い 服 


服 が 引っ 張ら れる イメ ー ジ を 強く 描き まし ょ う 。 


ーー 








少し 身体 を 
ひね っ て いま す 。 





②⑬ 柔らか い 部 分 と 密着 度 の 
高い 部 分 が ある 服 


柔らか く た る み の 
ある 部 分 


密着 度 が 高く 
張り の ある 部 分 
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ok 壁 ③JN 党 発 玉 


Part 1 


ノ 2 | 自然 な シワ の 描き 方 
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② う シワ の 表現 方 法 
シワ の 流れ に は 法則 が あり ます 。 
それ は 、 高 い 所 か ら シ ワ が は じ ま 
る と いう こと で す 。 高い 所 が 2 つ 
あれ ば 、 シ ワ の 流れ は 2 つ で きる 
と 考え まし ょ う 。 










2 つの シワ の 流れ 


~ ひじ な ども 、 曲げ る と 


「 高 い 所 」 と 同じ 扱い で す 。 朱 辿 以上 が っ て 
5 — シワ が で きる 場合 
に も あり ます 。 





ey 





© 動く < シワ の 描き 方 


作例 の よう な 場合 は 、 中心 部 で 空気 を 
と り 込 み 、 外側 へ 流れ て 行く よう な 感じ 
に な り ま す 。 





1 点 の 高い 所 か ら 下 へ 流れ る 
シワ の 流れ を 意識 し て 描き ま 
じょう 。 





周壁 3③N 守 祭 


| / : 2 点 の 高い 所 か ら 
下 へ 流れ る シワ で す 。 





シワ の 動き を 
見 失わ な いよ うに し まし ょ う 。 
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帳 尋 融 会 ロ 
EN 








1 柔らか い 身 体 


女の子 を 描く うえ で は 、 や は り 「 柔 ら か い 身 体 」 が 大 切な ボイン ト と な っ て きま す 。 胸 な と の 前 面 パ ー ツ だ け 
で な く 、 背中 や お 尻 な ど 背 面 に も 女性 らし さ の 要素 が た くさ ん あり ます 。 








〇 肩 の 描き 方 
肩 は 割合 と 前 後に 大 きく 動き ます 。 ノン 


害 
の 動き で 柔らか さ を 表現 し まし ょ う 。 N 


[ 胸 を 閉じ た 時 > 1 / 
< 2 cm 





閉じ た 肩 
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③ 胸 の 描き 方 


女性 の 胸 は 、 前 に 出 て いる だ け で は あり ませ ん 。 
胸 の 重み で 下 に も 下がり ます し 、 あ お 向け に な 
る と 横 に も 広がり ます の で 、 そ うし た 点 に 注意 し 
て 描き まし ょ う 。 


Hg の / (CS ん Ii す | 


介し と 


と そし (4 プ 


4 5k, 


稀 ? た 2 
A 





末 を 開い た 時 > MR yb 


| 
N 
ーー 
胸 を 下げ た 時 
胸 の 谷間 を 描き 込ん で ボ 


リュ ー ム 感 を 出し まし ょ う 。 


ウデ 
六 原 と 少 導 人 を 
に , 


こも 寄 f? 
どけ "そそ が 
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p01 | 柔らか い 身 休 


〇 腰 の 描き 方 © 〇 お 尻 の 描き 方 

腰 の くびれ も 大 切 で す が 、 骨盤 の 出っ張り お 尻 は と に か く 丸 み が 大 切 で す 。 パンツ の 
を 描き まし ょ う 。 これ に よっ て リア リティ が ライ ン も 大 切な 表現 方 法 の 1 つ な の で 利 
倍増 し ます 。 用 し まし ょ う 。 





つづ 〇 足 の 描き 方 


足 は と に か く 色 っ ぽ さ を 大 切 に し て 
描き まし ょ う 。 





足 の 基本 ライ ン 
ひざ は 平行 で は な い の で 気 を つけ まし ょ う 。 





内 を も さき と 
き 入 やう, 
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© 腰 ・ お 尻 ・ 足 の 作例 


女性 らし い 柔 ら か さ を 意 識 し て 描き まし ょ う 。 
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| 01 | 柔らか い 身 休 


③ 腕 の 描き 方 


回 転 を か ける こと で ひじ か ら 手 首 に か け て の 筋肉 の 流れ が 変わ り ま す 。 そ の 点 に 注意 し て 描き まし ょ う 。 と 。 





内 の : 洲 由 を 6 
を 2 務 3314 つ >/ 


A 


っ 





2 欠 朗 に に 
KN 受かり 4 1 nt 
ダ ( で 生 『 マ 7 






② 柔らか さ を 表現 する た め の ア ング ル 


柔らか さ を 表現 する に は 描く 角度 も 大 切な 要素 で す 。 
身体 の 前 後 で 表現 で きる 内 容 が 異な る の で 、 ど こ を 中 
心 に する か を 決め て 描く こと が ポイ ント と な り ま す 。 






ボリ ュー ム 感 と 身体 の デフ ォ ル メ を 
行う た め に アオ リ で 描い て み ま し た 。 


お 尻 の ボリ ュー ム を 強調 する た め の 
角度 を 考え て 描き まし ょ う 。 
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U2 自然 な 背骨 の 流れ 


自然 な 身体 を 描く に は 、 まず 背骨 の 流れ を 考え る こと が 大 切 で す 。 重心 も 考え た うえ で 背骨 の 流れ を 決め 、 
身体 全体 の 流れ を 考え な が ら 肉 を つけ て いく 感じ と 考え まし ょ う 。 








〇 背骨 を 描い て 身体 の 流れ を 決め る 


背骨 を と ら え て 描く 

上 の イラ スト を 描く 場合 、 こ の よう な 骨 人 
間 を 描き ます が 、 ここ で 全体 の 流れ を イ 
メー ジ さ せる の が 背骨 と いう こと に な り ま 
す 。 身体 の 形 は この 時 点 で 決ま っ て し ま 
うこ と を 意識 し て 描き まし ょ う 。 
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自然 な 身体 を 描く 
背骨 の 流れ 一 身体 全体 の 流れ 一 肉 づけ 
の 手順 で 描き まし ょ う 。 





〇 © 猫背 の 背骨 の と ら え 方 


自己 流 猫背 の 描き 方 を 体育 すわ り で 説明 し て み ま し た 。 背骨 を 理解 する と 、 頭 の 
つき 方 か ら 腰 ま で の 流れ を と ら え られ 、 自然 な ポー ズ や 動き が 描け り る よう に な り ま す 。 
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PART 2 


さ 導 ら 刺 避 史 潜 る 
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PART 2 


03 美しい 背中 





女性 らしい 美しい 背中 の 描き 方 を 見 て いき まし ょ う 。 男性 の 身体 も 女性 の 身体 も 直線 で 形成 され て いる と 
ころ は あり ませ ん が 、 女性 は 特に 、 いろ いろ な 丸み の ある ライ ン の 表現 が 大 切な 要素 に な り ま す 。 


© ドレ ス を 着 た 女性 の 背中 


女性 の 背中 は 、 前 向き に 比べ て より 女性 らし さ が 出 ます 。 
その 点 を 意識 し て 描き まし ょ う 。 


a ( 


グ 
骨 に か けり < 人 せ 訂 
5 し さい お る の の " 
気 を 付け HZ, 





YY 


AZZ3 


お 火 と WV ツ の 

プレ は た 5 
RN ら レ に 
A 記 。 


ry 


ドレ ス ア ッ プ し た 女性 で す 。 
ドレ ス は 女性 を 可愛 く 美 し 
く 見 せる こと が で きま す 。 
女性 らし さ を 思 い 切 り 詰め 
込み まし ょ う 。 


ーー の 腕 
. ステ リリ 
Re 


メ か 4 ng SA 


5j な S 
43 
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② ド レス を 着 て 振り 向い た 女性 の 背中 


振り 向い た と ころ で す 。 よ く 振 り 向 き 過ぎ て 描い て し まう こと が ある の 
で 、 首 の 回 る 角度 と 肩 の 向き を 考え て 描く よう に し まし ょ う 。 





(| 瑞 } 自作 を る と 


RS 


/ IS ス A- ト 、RLXRR. 
Er 


名 ふら ぶ ぅ 5 ネネ が る 
イメ - sn i 


用 フッ と し た 語 じ に 
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3 
会 


時 可 cc 準 の 


2 03 | 美しい 背中 
② シャ ツ と パン ツ 姿 の 女性 の 背中 


身体 の 流れ が 消え や すい た っ ぷり し た 服 を 描く 時 は 、 常に 身体 の ライ ン を 
考え て 、 服 と 身体 の 流れ が 消え な いよ うに 描き まし ょ う 。 










"場合 
8 に 7 
(Te 2 と し と 電 維 
直角 応 供 。k tk Lp 
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す 尾 NN 








( 大 が な 2* 
2 | KEN で na 生 も 
S 全 ラル ね と 7* 
TA り を 取 っ 2 
務 x ぶ < / 
< ら は き " 24 
明 /.。 後ろ 同 えき の 野 大 ヵ 
3 2 > 『 了 信人 お 太 は 
2 くら みね と を 大 go ナ 
ee 
形 ゃ 3 、 記 5 に うと 家 5 ふく 
( 稚 瑞 札場 SA る < / ) hs まし mo 
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[応用 
つづ 限界 まで 曲げ た 美しい 背中 


背骨 の ライ ン を 美しく 描く こと で 、 美しい 背中 に な り ま す 。 









区 人 


ンジ 向 線 を 旋 <33. 


と EA VIAL 


a ninth 
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4 可愛 いす わり 方 


女の子 を 可愛 く 表現 する ポー ズ と し て 、 す わり 方 が あり ます 。 女の子 らし い 少 し ガー ド し た すわ り 方 も あれ ば 、 
ノー ガー ド の 気 を 抜い た すわ り 方 も あり ます 。 状況 に よっ て 描き 分 け て いき まし ょ う 。 





② イ ス に すわ る ノン 


イス に すわ っ て 本 を 読ん で いる 女の子 で す 。 
本 な どの アイ テム を 持た せる だ け で 、 女の子 


の 魅力 度 ア ッ プ で す 。 剛 由 | 


ウ ( 服 で 開く 
2 共 人 くい 


> て 上 tT 


3 か る 


ESIWSOMZ 
確か た 5 
/ づ スート 更 
内 た ka (て (スウ gy 


ut (EL 
サ a3』 内 生 
ええ 々 率 3 せ Al。 





② 女の子 すわ り 


わり と 普通 の よう で す が 、 女 の 子 の 
可愛 らし さ の 出る すわ り 方 で す 。 


5K. 

Et 
UN 
と BF 


A 


( \ 
【* | 
N 


0 


に NN 









© ペッ タン すわ り 


見 た 目 に も 可愛 いす わり 方 で す 。 女の子 の 
可愛 さ を 引 き 出 す の に いい ポー ズ で す 。 






Me レジ く 
ev 陽光 IN 
村松 5 
2 
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斗 こ す 守 と 員 可 





| 04 | 可愛 いす わり 方 


〇 体育 すわ り 3 
違 に の 司 き た 城 た 

体育 すわ り は 、 ちょ っ と し た 描き 方 の 違い で | : 2 

可愛 く 見 えた り 、 落ち込ん で いる よう に 見 え 大 け は ね の に 到 も A/ 


た り し ます 。 気 を つけ て 描き まし ょ う 。 


莉 昧 鞭 人 の 


体育 すわ り を 描く 場合 、 少 し 前 屈み に な る 
こと を 意識 し て 描い て みて くだ さい 。 下図 の 
よう に 、 足 で 三角 形 を 形作る こと で 安定 を 
出す こと が で きま す 。 





ナ を ひで の 後 3 た Am る だ け び 


N レン ざ マ "| 腕 < り 6 ん か, 
い いる れる パパ Ene を 
| ri 
N 
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② しゃ が む 


し ゃ が ん だ ポー ズ は 、 内 面 的 な 表現 を 出す 
すわ り 方 と し て 考え た 方 が 使い や すい で し ょ 
う 。 





シ 

T ザ て 締 。 選 / 
だ な が 

用 5D ん に 


斗 こ さす 二 こく 兄 本 
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TP ET, 
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04 | 可愛 いす わり 方 
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〇 足 を 組ん で すわ る 


お 姉さん ぼく 見 える すわ り 方 で す 。 足 を 美 し 
く 見 せ た い 時 に 使う と よい で し ょ う 。 








明 と か し <mss 揚 ぶ 際 る &y 


a 
丸 以 「 ッ 7 E か "すず 
で て 3. / 2 が すず 性 kn 


ンー 化 に 6 に を 
\、 代り? 。 











② す わり 方 で 性 格 を 描き 分 ける 


_- 気 の 強い 子 の すわ り 方 
すわ り 方 も 、 性 格 に よっ て 変わ っ て くる の で は な いで し ょ うか ? に py 
ここ で は 、 そ の 描き 分 け の 例 を 紹介 し ます 。 全体 的 に 開放 的 な 感じ に 

描き まし ょ う 。 


一 般 的 な 子 の すわ り 方 
気 が 強く も な く 騙 くも な い 
普通 の 子 で す 。 
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5 可愛 い 寝 方 ・ 眠 り 方 


女の子 の 寝顔 ・ 寝 姿 は 可愛 らし いも の で す 。 動き を も た せる た め に 、 布 団 や クッ ショ ン な ど と か ら め て 描く 
の も よい で し ょ う 。 少し 身体 を ひね ら せ て 、 女の子 らし い 可 愛 い 寝 姿 を 描き まし ょ う 。 








© 〇 あお 向け 


いち ば ん 自然 な 寝 方 で す 。 力 の 抜け た 所 を 意識 し て 描き まし ょ う 。 









\ 
剛 レーー VN ん, 線 て 
a A 志 過 2 


を 
= 


= (EO 
] > 臣 A 


Po 


②③ 枕 を 揚 きか か える 


枕 の 柔らか さや 身体 の 包み 込み を 考え まし ょ う 。 





PO か 9 ら ょ ぁ 2 っ 2 盾 は > 


ひら 5 大 て と 表現 めで 3。 
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© 〇 うつ 伏せ 


前 向き に 描い た り し て 立体 感 を 出す の も よい で し ょ う 。 


少し 上 か ら 見 た と ころ で す 。 
お 尻 な ど が ポイ ント に な り ま す 。 


に 


、/ 





⑬ 身体 を 丸め る 


足 ・ 肩 の 曲げ 方 、 手 の 柔らか さ を 考 えて 描き まし ょ う 。 


いつ Ks ニー 
財 ご 郵 ・ 慎 油 と 政司 


, | 


矢 と か 


動き み と 打 に kt? 
5 93 の 総 販 
) 表現 は 
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1 可愛 い 食べ 方 ・ 
飲み 方 


女の子 の 食べ 方 ・ 飲 み 方 に も いろ いろ 特徴 が あり ます 。 食べ 物 ・ 飲 み 物 に よっ て も 違い ます し 、 年齢 に よっ 
て も 違い ます 。 食べ る 場所 に よっ て も 変わ り ま す の で 、 よく 観察 し て みる の も よい で し ょ う 。 








© アイ スク リー ム を 食べ る 


た だ アイ ス を 食べ て いる 絵 で も 、 
学校 の 帰り 道 な ど と シン チュ エー ショ 
ン を 考え て 描く と 、 物語 設定 が で 
き て いい で し ょ う 。 





イス て 役 ふ Z3 
好 7 7 


IPWGyNE 
UE 
時 も 条 る 0K 


第 で 2 0 ! | 
い NM ん っ 4 一 N^ 
起り 3 > ボス 入 


ろ け さす 。 ン ノ 「 
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学校 や 会 社 な ど で は 話せ な いこ と を カフ ェ で 。 「 楽 し く < コー ヒー 密会 」 の シー ン で す 。 6 
会 話 を し て いる の で 、 目 線 を 合わ せま し ょ う 。 と うお た あく 
> て 


a の 


人 dr 


ん ント 
Rt 3 A MU 
OO, た る ® ®) 2 た 


を 4 


何せ まま も ん : 
た 、 ゝ て ./ ン 拭 4 )» 衣 現 は [> 
N レ 
> て な x It M \ 7 
"ph / | 】 ン / PART2 
ei ・4 
方 
© 〇 パフェ を 食べ る 2 


「 パ フェ 、 少 し ちょ うだ い ~」 と お ね だ り し て いる シー ン で す 。 目線 は スプ ー ン の 
動き を 追っ て 、 パ フェ が ほし いこ と を アピ ー ル し ます 。 


ス ^> / Q 付 6 
AA/ N 
うむ .。 / 7 
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3 06 | 可愛 い 食べ 方 ・ 飲 み 方 


A ② ジュ ー ス を 飲む お 後ろ姿 


後ろ 姿 も 大 切 で す 。 


i 


が は イス に SAR: 
座 * て し 


NN wk NAK 大 "に 
1 り ) は  。 





> 


髪 を か き 上 げ て ラー メン を 食べ て いる 所 で す 。 


| 人 ー MNT 少し で も 表情 豊か に 描き まし ょ う 。 
SN | 
( > 


剖 タ て 
ン ソ ~~ 
ハン 区 や 
2 プン パロ 念 ぶ 全 と 
気付 けっ. / 


/ 
= / 〇 ラー メン を 食べ る 


Ke > れ , 
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② い ろ い ろ な 飲み 方 


こども ゃ 人 ぽく スト ロー で ジュ ー ス チュ ヘッ と 


吸い 上 げ て いる 感じ で す 。 ーー 
の 


立っ て ペッ ト ボ トル を 飲ん で いる 所 で す 。 





少し 大 人 っ ぽく カウ ンタ ー で 
アイ スコ ー ヒ ー を 飲ん で いる 
所 で す 。 


V 
A 6 L 
WM グ ダ ウー を 
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(CC) 


財 瑞 ・ 半 み 油 と 陣 司 


nS 


会 、 


7 可愛 い 着 替え 方 


着替え 方 の 可愛 い 表現 を まとめ て み ま し た 。 衣服 の 種類 や その 人 の 習慣 に よっ て 着替え 方 も いろ いろ で 
す 。 日 常 の 着替え の 動作 の 中 か ら 「 ら し い 」 行 動 を ビッ クア ッ プ し て いく と 描き や すい で し ょ う 。 











© ブラ ウス を 脱ぐ 


ブラ ウス の ボタ ン を は ず し て いる 所 で す 。 
目線 は ボタ ン を 見 て いる 感じ が いい で 
し ょ う 。 


アラ ワズ し 
さい 
中 筐 mn か を 。 


を 貞 に 
DD が 
[て 2 て " 

た は 多 科 
防備 7 


Ee 
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育 の 美 し さ を 描き まし ょ う 。 


〇 パン ツ を は く / VEN 


QT シャ ツ を 脱ぐ 

服 を 脱ぐ 途中 で す 。 上 着 と 下着 の 描き 分 けが er 

必要 と な っ て きま す 。 マ 6 
重心 


い 浴 休 





ar 嘩 避 と 陣 司 
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3 07 | 可愛 い 着替え 方 


110 






② ブー ツ を は く 
最後 の は き 具 合 を 見 て いる と ころ で す 。 
手 で 身体 を 支え を て いま す の で 、 身体 の 
バラ ンス を 考え て 描き まし ょ う 。 


② ニー ソ を は く 


ニー ソ を 大 も も まで た く 
し 上 げ て いる 所 で す 。 


2 み 碗 に 刺 移 


区 2 nt3 す mn ‘> で 
人 便 居 に 『" フ 。 
7 る と Ri を 6 

、} 

A 


②③ 着 替え の 連続 シー ン 「 制 服 の 脱ぎ 方 」 


リア リティ の ある 着替え を 演出 し た い の で 、 目線 は な く 、 の ぞい て いる 感じ で 描い て いま す 。 まず は 
最後 に 身 に 付け た で あろ う リ ボン を は ず し 、 次 に 上 半身 か ら の 流れ で ベス ト な ど を 脱い で 、 下 半身 
へ と 。 衣服 の 重なり 具合 か ら 、 ス カー ト を 脱い だ あと ブラ ウス へ と いう 流れ で 描い て み ま し た 。 





(① ま ず は あせ ら ず リボ ン を ② 次 に ゆっ くり リボ ン を 
首 か ら ゆ っ くり は ず し まし ょ と っ て お きま し ょ う 。 
う 。 





⑤⑧ 次 に スカ ー ト を 回 し 、 (⑥ ス カー ト を ゆっ くり 下げ 、 
ファ スナ ー を 下ろ し ます 。 少し 胸 の ふく ら み を 強調 ! 
この 時 、 ス カー ト を 少し 上 
げ て みる の も いい で し ょ う 。 





③ 次 は いよ いよ ベス ト の (《④① ボ タン を は ず し た ら 、 ゆ っ 
ボタ ン を は ず し て いき ます 。 くり じらし な が ら 脱 いで いき 


まし ょ う 。 





⑦ ブ ラウ ス の ボタ ン に 手 ⑧ こ こま で 来る と も う あ な 
を か け ま す 。 こ の 時 、 ブ ラ た に メロ メロ で す 。 

ウス と パン スト の コラ ボ に 

男子 は 釘付け で す 。 
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ar 嘩 憶 と 由 司 


8 頭 部 を 立体 的 に 
可愛 く 描く 


アニ メ や マン カ ガ な ど と を 見 る と 、 卵 形 の 頭 部 に 沿っ て 目鼻 口 が つい て いる と 思わ れる 人 も 多い で し ょ う 。 で も 
それ で は な か な か 立体 的 に 表現 で きま せん 。 骨格 か ら 考 える よう に し まし ょ う 。 








②③ 頭 部 を 可愛 く 描 くに は 








フカ ン は 頭 を 大 きく 、 顔 を 小さ め に 。 横顔 は 奥 の 目 を 描い て 奥行 き を 見 アオ リ は フカ ン と は 逆 に 顔 を 大 きく 、 


せ た 方 が 立体 的 に 見 えま す 。 頭 を 小さ く 。 


目 の 位置 と 描き 方 






お みん めど 


少 上 月 NY 
邊 みみ の] 


を 12 


2 で 4 
( RL よる, ! べ ベ ク グ / ヽ 頭 の 上 部 を 大 きく と っ て 、 目 の 位置 を 
5 N ヘーー 2 分 の 1 以下 に お く と 可愛 く 見 えま す 。 
















目 は 眼球 の 丸み を 考え て 
め > 描い た 方 が より リア リティ 
が 出 ます 。 


2 人 庫 \、 衝 A を つう 7 も 
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3 横顔 を 活か し た イラ スト 





= CO を 
so 属 科 や 坪 雪 号 品 折 上 製 ン 押 ン 


立 





導い 
レ 1 
信和 務 3 
< 本 6 
ササ NN を 
リリ 字 
S 各 EP 
初 各 事 翌 
NE 拓 
属 8 税 
舞 坪 貢 








9 女の子 らし い 
可愛 い 髪 型 


女の子 らし さ を 引 き 立 て る 髪型 を まとめ て み ま し た 。 髪の毛 を 下ろ し た 時 と 上 げた 時 で は 女性 の イメ ー ジ は 
と て も 変わ り ます 。 可愛 らし さ を 描く 重要 な ポイ ント で す の で 、 いろ いろ と 観察 し まし ょ う 。 


② ロ ング ヘ へ アー ルン ニ a いき 


3 つ に 分 け て 考え る と —- 
わか りや すい で し ょ う 。 











を た に 


| 





| / 前 髪 サ イド ーー 


! , 偶 








〇 ② 〇 ショ ー ト へ アー 
遇 肖 導 ペッ A 
ーー アグ 2 ル ノ 
NN と / ァ テ ンク グー ン / フル 
タイ リウ 
mA 名 
N : 
ー 
ーー ) 
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前 髪 サ イド 


②③ ツイ ン テ ー ル 
セン ター で 髪 を 左右 に 分 ける こと を 意識 し て 描き まし ょ う 。 
自然 と 明 の 流れ が 見 えて きま せん か 。 





© 〇 ポニー テー ル 〇 お だ ん ご 


頭 の 後ろ で 髪の毛 を 1 点 に まとめ る こと を 意識 し て 髪の毛 を た ば ね る まで の 髪 の 流れ は ポニ ー テ ー ル と 
描き まし ょ う 。 一 緒 で す 。 た ば ね た 髪の毛 を 二股 に 分 け 、 互 い に 


逆 回 転 に 巻き 込む タイ プ で 描い て み ま し た 。 


MG お だ ん ご 


前 髪 


前 髪 サ イド 
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Ao 


会 、 


隊 韻 < 趣 避 ccwtNS 計 つき 


10 顔 の 表情 いろ いろ 


キャ ラク ター の 代表 的 な 感情 表現 と し て 「 喜 怒 豪 楽 ] が あり ます が 、 そ れ 以 外 の 何気ない 顔 の 表情 も 大 切 
で す 。 自然 な 感情 表現 の 例 を いろ いろ 挙げ て み ま し た の 参考 に し て くだ さい 。 


(UN 
| 0 / 

、 < 

XS 


顔 は 上 向き の 方 が 「 喜 」 を 表現 し や すい で し ょ う 。 








© 「 喜 」 の 表情 


の 





うつ 向き で も 目 と 口 を 大 きく 開い て 笑顔 で ! 


ERA NN 
®) 証 
N 

NM/ 1 。 A 


口 を 大 きく 開け て 笑う 時 は 、 口 を 顔 の 2 分 の 1 ぐら い 
の 大 き さ ま で と っ て 描い た 方 が 、 明 る く て いい 表情 


が 描け ます 。 
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A 


ば 


「 怒 」 を 表 に 出す 時 は 、 前 屈み に 表現 し まし ょ う 。 顔 
は パー ツ が 外 へ 広がる 感じ で す 。 


© 「 六 」 の 表情 


[ 怒 」 を 描く 時 は 、 肩 に カカ が 入っ た 感じ に する と 
表現 し や すい で し ょ う 。 


PART 2 


ーー 


a つつ 





通 粘 S 選 


ぷと パン 


み け ん に シワ を 寄せ て 「 怒 」] の メラ メラ 感 を 。 





「 怒 ] が 爆発 ! 顔 を 少し 大 きく し て 奥行 き 感 を 。 
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3 10 | 顔 の 表情 いろ いろ 


© 「 哀 」 の 表情 
「 表 」 の 表現 は 内 に 込め た 感情 を 
表 に 出す まで の 過程 で す の で 、 い 
ろ いろ な 表現 が あり ます 。 





の ンー 〇 「 楽 」 の 表情 


「 楽 」 を 描く 時 は 、「 フ フフ …」 と 楽し げに 微 
笑 お 感じ に し まし ょ う 。 


| 中 呈 少 顔 rp 
( 交 明 3< 後 和む 万 


SR い 





少し 肩 を ふる わせ て 、 心 の 中 か ら 込 
み 上 げ て くる 楽し さ を 描き まし ょ う 。 





RN 5)U に 


RA 
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Part2 


10 | 顔 の 表情 いろ いろ 


つ さ まさ まな 表情 





驚き 
目 を 大 きく 開き 、 キ ョ トン と し た 感じ に 。 





返答 
思い に 悩み 、 周り が 見 えて いな い 
感じ に 。 感じ に 。 





心 の 思い を 空 を 見 上 げ て 考え て いる 感じ に 。 
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名 前 を 呼ば れ て 「 は い !」 と いう 





目 を 閉じ て 口 を 少し 開き 、 
[キャハ っ 」 と いう 感じ に 。 





いら つき 
心 の 内 側 で イラ イラ が た まっ て きた 
感じ に 。 





あか ん べ え 
か わい く 舌 を 出し て 
「 あ か ん べ え 」 と いう 感じ に 。 


っ 


4 
人 / 


oN 


い 


た そ が れ 


興味 津々 
遠く を 見 て 思い に ふけ っ て いる 感じ 興味 を も っ て じ て っ と こち ら を 
に 。 見 て いる 感じ に 。 


ジン 





〆 
集中 安 培 
何 か を 集中 し て 見 て いる 感じ に 。 緊張 感 が と け て 心 に ゆとり が ある 
感じ に 。 






D NN< 
へ " NII 


ゆとり 
心 が 落 ち 着い て 、 ゆとり の ある 感じ に 。 


UD 


| 


生き 
ミ 


/ 


a 


少し 口 を 開き 、 対応 に 悩ん で いる 
感じ に 。 


A 


尊敬 


尊敬 の まな ざし で 瞳 キ ラキ ラ と いう 
感じ に 。 
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A 


で 
B 
ユ 


隊員 3S 浅 


Tr 


= 
1 


会 、 


1 手 で 感情 を 表現 する 


の 感情 を より 豊か に 表現 で きま す 。 





② 手 の 感情 表現 


/ 4 / \ A 


LL 周 、 宙 


祈り ・ 願 い 0 LOVE 


② 感動 ・ つ うれ しい 


手 を 顔 の 前 で 合わ せ 、 直 立 の 姿 で 感動 の 
気持 ち を 表現 し て いま す 。 う る うる き て る 感 


じ で す 。 





〇 退屈 

も て あま し た 時 間 を 指 を さわ る こと で 解消 し 
よう と し て いる 所 で す 。 足 も 行き 場 の な い 
どっ ち つ か ず な 状態 で す 。 


で 
ーー デ 
コ 

コ 

に 】 


1 
の 慰 組 状 呈 知 軸 へ 相  、 


の ー は 
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身体 で 表現 する 


感情 表現 を 表す 言葉 に 「 喜 怒 衰 楽 」 が あり ます が 、 こ れ を 表現 する の は 顔 だ け で は あり ませ ん 。 し ぐさ な ど 
身体 を 通し て より 豊か に 「 喜 怒 衣 楽 」 の 感情 表現 を し て いき まし ょ う 。 








© 「 喜 」 と 「 楽 」 の 表現 


うれ し さ ・ 楽 し さ が 身 体 全 体 か の ら 伝 わっ て くる よう に 描き まし ょ う 。 


る うき の ね 
重き と 
委 更 13/ う , 
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2 Af in 3 表現 


目線 る こも $$ に 向け る 多く * ン ソ 
RN が " 信 め リヤ く ね な) ます, 


キャ ラ に 生命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テ クニ ッ ク 





で 
ーー 2 
コ 


ト ひ 3 
会 、 


ぶ 慎 庫 粘 昔 思 選 源 知明 再 


了 12 | 二条 広 拉 を 身体 で 表現 する 


© 「 婦 」 の 表現 


肩 を 上 げ て 怒り を 表現 し ます 。 拳 を 握る な ど し て 
メラ メラ 感 を 出し まし ょ う 。 


朋 a (かり 用" 
ぐ D 鍋 g 角 概 2 
いる 感じ 。 
%X7 記 を の 





A 


か し i 0 
OD NE 
Sit 


6 の ルム っ 


Ni NN が 





© 「 哀 」 の 表現 


まさ に 悲し さい っ ぱい と いう 感じ で 描き ましょ う 。 
力 が 抜け て 無 抵 抗 な 感じ を 出し まし ょ う 。 


ーー 
コ 
a DS 





dt 沿 員 区 弄 話 灯 詩 蔽 咽 


身 休 と 丸み っ 


蘭 き くず WW? 
アー / で いる 感 い 22 誠 あ 」 
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12 主人 公 の 感情 に 
合わ せ た レ イア ウト 


主人 公 の 感情 表現 を する うえ で 、 レ イア ウト も 大 切な 表現 方 法 の 1 つ で す 。 キャ ラク ター の お か れ て いる 
状況 ・ 環 境 な と ど 、 主人公 の 目線 に 合わ せ て レイ アウ する と 、 より 感情 が 伝わり や すく な り ま す 。 








②③ 主人 公 の ぎ こ ち な さ を 感じ させ る レイ アウ ト 


主人 公 の 女の子 が 、 新 し い 友 達 と の 関係 に まだ どこ と な くぎ こち な さ を 感 じ て い る 状態 で す 。 
手前 を 大 きく 奥 を 小さ くす る レイ アウ ト で 主人 公 を 奥 に お く こ と で 、 主人 公 の 気持 ち が 「 受 け 
身 」 に な っ て いる こと を 表現 し て いま す 。 

また 、 周 り の 女の子 た ち が 主 人 公 を と り 囲 むこ と で 主人 公 を 守り 、 友達 と し て 受け 入れ て い 
る こと を 表現 し て いま す 。 


a 上 部 に 空間 を と っ て 
mon。 広がり を 見 せま す 。 











アイ レベ ル を 低い 位置 
に 設定 し て ケー キ と の 
バラ ンス を と り 、 空間 に 
広がり を も た せま す 。 





最初 か の ら ケ ー キ を 画面 の 中 に 入れ る 5 
こと を 考え た レイ アウ ト で す 。 
se | 
* て AZ す nM< 
だ お 
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③ 主 人 公 の 心 の ゆとり を 感じ させ る レイ アウ ト 


主人 公 の 女の子 が 友達 と も 慣れ 、 お 互い 心 の 許せ る 仲 に な っ て いる 状態 で す 。 
主人 公 を セン ター 手前 に お く こ と で 、 グ ルー プ の 中 心 的 存在 に な っ て いる こと を 表現 し て いま す 。 


-§ 


b 


アイ レベ ル 


アイ レベ ル を 高い 
位置 に 設定 し 、 下 
側 に 角度 を つけ る 
こと で 密着 感 を 出 
し て 、 仲 の よい 状 
態 を 演出 し ます 。 









テテ ゴ 計 へ て で ほす 政 石 可 員 SK 上 財 


V 字 に キャ ラク ター を お く こ と で 、 
奥行 き を 表現 し て いま す 。 
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1/ ふつ くら し た 
可愛 い キ ャ ラ 


古来 日 本 人 の 体型 は 、 安産 型 の 釣り 鐘 型 と いわ れ て いま す 。 釣り 鐘 型 体型 を 見 る と 、 温 か み を 感じ て 安 
心 し ま せん か ? そこ で 、 少し ふっ くら し た 可愛 らし い 体 型 の 描き 方 を まとめ て み ま し た 。 








© 立ち ボー スズ 


寸胴 体型 、 筒 型 の 体型 を 意識 し て 可愛 く 描き まし ょ う 。 
どちら か と いう と 、 姿勢 の 悪い 方 が 可愛 いで し ょ う 。 
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② す わり ポ ボーズ 
すわ り ポー ズ も 簡 型 を 意識 し まし ょ う 。 
全体 的 に 丸 っ こ く 描く と と が ポイ ント で す 。 








側 |。 
PTY 
/ の 見 223#3。 


石 チ は ピ ビ ゃ ャ 
奥 に 向っ op 


QO 現し 大 3 化 ト 袖 き まし > 
IN 






後ろ 向き も や っ ぱり 
筒 型 ポ ボッ チャ リ で 。 


し 7 だ 省く て / ! 


人 


ンコ きき 吉 。 
の 胡 も 高く 
< 





ーー £ 
に 
a 


山 + せ と 隙 司 は ご ツ へ 0 
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15 リア リティ の ある 
デフ ォ ル メ 絵 


デフ ォ ル メ 絵 に リア リティ を も た せる コツ は 、 デ フォ ル メ 絵 で も 表現 上 必要 な 所 は 必ず 描く こと で す 。 デフ ォ 
ル メ 絵 で も リア ル 絵 で も 、 表現 的 に は あま り 変 わり は あり ませ ん 。 





②③ 表現 すべ き と こ ろ は し っ か り 描 く 


顔 ・ 顔 の 輪郭 ・ 髪 の 毛 な ど 、 描か な けれ ば いけ な い 部 分 は 
リア ル 絵 と 同様 、 し っ か り と 描き まし ょ う 。 












オリ ジ ナ ルキ ャ ラ の 場合 は 、 思 い 浮か ん だ 
キャ ラ を 描い て 終わ り で は な く 、 い ろ い ろ な 
パタ ー ン を 描い て 「 泥 臭い | (最初 は 泥 臭 
い ぐ ら い が い い の で す ) キャ ラ を アカ 抜け た 
キャ ラ に 変え て いく こと が 大 切 で す 。 これ 
は 大 変 で す が 、 い ちば ん お も し ろ い 所 で も 


が の 柄 きち た を 
せ ふろ と は 
ます 
アタ し レベ 邊 a 線 8 的 ね 


胡 現 を 損ねる 反 T 
頂き 5 ( 久 気 JA や AAL2。 NN ( 


〇 © 表情 ・ 動 きも し っ か り 描 く 


表情 や 動き 、 日 常 の 表現 な ども リア ル 絵 と 


変わ ら な い ク オリ ティ で 描き まし ょ う 。 






移 半 誠人 ぶ あ ・ 
が も ナ 


や は り 時 間 を か け て で きた キャ ラ は 、 
可愛 いし 愛情 も わい て くる で し ょ う 。 
作者 の 感情 ・ 思 い 入 れ が 入り ます 
の で 、 他 人 が 見 て も 魅力 的 な キャ ラ 
に な り ま す 。 み な さん 、 楽 し い デ フォ 
ル メ 絵 ラ イフ を 送り まし ょ う ! 
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ーー £ 


に に SR に に だ ee 


ユ 
= 
Ao 


会 、 


+, 女子 高生 の 
可愛 さ の 秘密 


現代 の 女子 高生 の 可愛 らし さ に は 、 あ る 法則 が 隠さ れ て いる よう で す 。 そ ん な 女子 高生 の 秘密 、 教 え ち ゃ 
いま す 。 絵 を 描く 資料 と し て 参考 に し て くだ さい 。 








③ 可愛 く 見 える スカ ー ト 丈 


パタ ー ン ① と ② の 女の子 の 違い は スカ ー ト 丈 の み で す 。 
どちら が 可愛 く 見 える で し ょ うか ? 


還 


パタ ー ン ① パタ ー ン (② 











上 の 質問 の 答え は ①。 上 半身 は 、 少 し 大 きめ の カー ディ ガン な ど を 着用 し 、 ダボ 
ダボ 感 を も た せ て 可愛 らし く 見 せる よう に し て いま す 。 そ の た め 、④ の よう に スカ ー 
ト 丈 が 長い と 胴 長 に 見 えて し まい 、 全体 的 な パラ ンス が 崩れ て し まう の で す 。 
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②③ スカ ー ト 丈 と 黄金 比 


実は 、 パ ター ン ① で は 、 ソック ス か ら ス カー ト の すそ まで の 長 さ ( 足 が 見 えて いる 部 分 ) 
と ソック ス の 長 さ の 比率 が 、「 黄金 上 比 |( お よそ 1 :1.6/P137 参照 ) に 近く な っ て い 
ます 。 これ に よっ て バラ ンス よく 見 える の で す 。 恐る べし 黄金 比 ! 


パタ ー ン ① パタ ー ン (②) 








1 
ひざ 上 
8cm 





を 
トー 
比 
1.6 
) / 
【 【 wu 
ペー アプ < 
1.6 
(ソック ス か ら ス カー ト の (ソック ス の 長 さ ) 
すそ まで の 長 さ ) ※ 参 考 NHKTR の 法則 」2011 年 10 月 12 日 放送 


「 高 校生 の こだわ り 制服 編 」 
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岐 受 Sow 束 司 S 時 下 対 


Part2 


上 | 10 | 女子 高生 の 可愛 さ の 秘密 


© 絶対 領域 


女の子 を 可愛 く 見 せる 方 法 と し て も う 1 つ 、「 絶 対 領 域 」 が あり ます 。 作例 の よう に 、 生 足 の 見 える 領域 (絶対 領域 ) が 狭 け 
れ ば 狭い ほど 、 魅力 的 に 見 える の で す 。 こ れ は 黄金 比 と は 違い ます が 、 何 か し ら の 法則 が 存在 する の で は な いか と 思わ せ 
る ほど の 最強 の 法則 で す 。 








②③ 女子 高生 の 何気ない し ぐさ 


日 常 の ひと コマ を 自然 に 描い て み ま し ょ う 。 





PART2 


es 





対 且 So 匠 司 S 時 醒 下 対 





黄金 比 と は 


1+y 5 
黄金 比 と は 「1:1.618」 で 表 さ れる 比率 (正確 に は 1: 2 ) 
の こと で 、 人 間 が も っ と も 美しく 感じ られ る 比率 と され て いま す 。 
右 の よう な 図 か ら 求 め る こと も で きま す 。 


つま り 、 あ る 長 さ を 1 点 で 分 けた 時 に 短い 方 と 長い 方 の 比率 が 、 
また は 長方形 を 描い た 時 に 短 辺 と 長 辺 の 比率 が お よそ 1:1.6 
(も し く は 5:8) で ある と 、 い ちば ん 調和 か が と れ て バラ ンス よく 見 
える の で す 。 身近 な 例 で は 、 名 刺 サ イズ が 黄金 上 比 で ある こと が 
知ら れ て いま す 。 
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17 電車 内 で の 女子 高生 
の 自然 な し ぐさ 


携帯 を 使う 、 音 楽 を 聴く 、 髪 を さわ る な と 、 女子 高生 が 電車 の 中 で よく 行う 自然 な し ぐさ の 描き 方 の ポイ ント 
を まとめ まし た 。 顔 の 表情 や 手足 の 様子 な と 、 女子 高生 らし い 可 愛 い 姿 で 描き まし ょ う 。 








6 携帯 で メー ル を チェ ッ ク す る 


当然 で す が 、 目線 の 先 は 携帯 電話 で す 。 
メー ル の 内 容 に よっ て 顔 の 表情 や 動作 
が 変わ っ て きま す 。 





kn 
大 9 す 78 , 
み 等 委 人 0 
KN ER SN 
AT 
太股 ne で 
を し しめ 7 > 
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② カバ ン の 中 を 探す 


カバ ン の 中 を ゴソゴソ と 、 何 を 探し て いる の か も 気 に な り ま す が 、 
カバ ン に 気 を と られ て 足 も あ ら わ に 股 も 開き 気味 に な っ た りす る 
所 も 気 に な り ま す 。 


生 は カ ツ と 名 |) た 
秒 重 37。 
上 まる 年 回 埋 t ス 
和 克 
りあ オ に 4 ング 
アン 
\ NM 


9 
ゴマ 







a < 天 只 少し 開き 気味 に 。 


に うい 2 所 
大切 ね ポ 作 ト と 
なり ます で 気 を 付け て 
病 き ま バラ の 
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uv 
ーー だ 
ユ 


~~s 
会 、 


へ で 守 発 S 時 画 刷 計る 計 同 瑞 


3 17 | 電車 内 で の 女子 高生 の 自然 な し ぐさ 


や る こと も な く 、 ボー ッ と し て いる と 
眠く な っ て し まい まし た 。 寝息 も 聞 
こえ て きそう な 感じ で す 。 


/ 以 角 太 す に 
時 で 石 有 て 幸多 2 


RU た 身体 は 


と SW N 
人 
EY 


股 記 か し 則 * 気 朱 に 
お > 7 \ 1 は す x 








er, 
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②③ 前髪 を さわ る 


「 前 髪 は 命 」 と いう 女子 高生 は た くさ ん いま す 。 そ ん な 大 切な 前 髪 を チェ ッ ク し て いる 所 で す 。 
あま りき ま ら な い の か 、 懸命 に さわ っ て いま す 。 そ ん な 真剣 な 表情 を 描き まし ょ う 。 


© 音楽 を 聴く 
大 好き な 音楽 に 聴き 入っ て いる の か 、 


目 を つむ り 、 リラ ックス し て いま す 。 そ ん 
な 安 堪 感 を 表現 し まし ょ う 。 





股 は 開い 
N 
身体 全休 ピン 
で 入 み を 中 [マフ 
気 哲 ょ っ も / 
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っ 


史 人 へ で 守 発 S 庄 弄 下 計る へ 計 司 画 


1g パン ツ ・ ス カー ト の 
可愛 い 描 き 方 


パン ツ ・ ス カー ト を 可愛 く 描く 時 の コツ を まとめ て み ま し た 。 パン ツ や スカ ー ト 姿 が な ぜ 魅 力 的 に 可愛 く 見 
える の か ? それ に は ちょ っ と し た シワ の 入り 方 、 布 の 張り な と の 要素 が 隠れ て いま す 。 








② パンツ の 描き 方 


腰 を 曲げ けた 時 な ど に 、 お 尻 の 丸み で パン ツ の 布 が 
張っ て つり 上 が る 部 分 が あり ます の で 、 そこ を 意識 し 
て 描き まし ょ う 。 P144 の 「 腰 を 曲げ た 時 の 描き 方 」 
を 参考 に し て くだ さい 。 





岳 き ち た に 
&* 付 て 。 
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し 


パン ツ を 描く と き の ポ イン ト 
パン ツ を 描く と き は 、 お 尻 の ライ ン を 描く こと を 忘れ ず に 。 可愛 さと 色気 の ポイ ント で す 。 


夫 AX 見 
こん 居り 
) で ~ 
に J A と / ク 
KR / パリ ッ と すめ 際 剛 て 
で lx / 
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NS の 73 まち le 
ぐる な 





uv 
ーー £2 
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@® 
会 、 


Stow 談 と 草 避 8 テー マニ 


Part 2 


18 | パン ツ ・ ス カー ト の 可愛 い 描き 方 


③ 前 部 を 上 げ て 描く 


パン ツ ・ ス カー ト は 前 部 を 少し 上 げ て 
描い た 方 が 自然 で す 。 し か も 可愛 い 
の で 一 石 二 島 で す 。 


中 上げ や いる 
困 は 入 に 
上 が る x 過す 9。 


© 腰 を 曲げ た 時 の 描き 方 


パン ツ ・ ス カー ト は 、 腰 を 曲げ た 時 に 図 の よ 
うに 三角 形 の 形 で つり 上 が り ま す 。 そ こ を 
描く か 描か な いか で リア リティ の 差 が 出 ま 
す の で 、 注意 し まし ょ う 。 
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パシ ツ 





② ス カー ト を 引っ 張る 


スカ ー ト を 指 で は さん で 片側 に 
引き 寄せ て み ま し た 。 


/ 


ドリ 


の 大 / 
NAH NT / 





〇 スカー ト 姿 で し ゃ が む < 


手 で スカ ー ト を お 尻 に 引き 寄せ て 


し ゃ が む 時 の 様子 で す 。 


あめ Ce 
RTs 
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ーー £ 
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ak 喜 と 画 司 テー さ ・ と マニ 


19 下着 と 水着 の 
舞 き 分 け 


下着 と 水着 は 一 見 する と 似 て いま す が 、 前 者 は 機能 性 を 重要 視 す る デザ イン 、 後者 は 見 栄え を 重視 する 
デザ イン と いう 違い が あり ます 。 で す が 、 どちら も 可愛 さ を 引 き 立 て る アイ テム で は あり ます 。 
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© 下着 と 水着 の 描き 方 


下着 の 場合 、 胸 を 固定 し て 身体 を 動き や すく する な ど 機 能 性 重視 の 
デザ イン に な っ て いま す の で 、 そこ を 描き 込み まし ょ う 。 

水着 は 下着 と 違っ て デザ イン 重視 で す 。 全体 的 に フリ ル は あま りつ 
いて いな い 方 が 水着 らし いと 思い ます 。 
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、o3 
会 、 


さき 党 重き 恒 芝 rr 程 コ 


19 | 下着 と 水着 の 描き 分 け 


②③ 下着 に 1 アイ テム 追加 する 


下着 の 場合 、 困 っ た 時 は ニー ソ や パン スト を は か せま し ょ う 。 下着 に し か 見 えな く な り ます 。 
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ら 下 着 と 水着 の 身 に つけ 方 の 違い 


何気ない し ぐさ や 動作 で 身 に つけ 方 の 違い を 出し まし ょ う 。 


2K 者 n 場 名 
i 
名 n 後 う 3 て" 
絡ん で (1 ろ 放 2 
クタ) や? 
Ee 





ノ フ 9 後ろ の 水 ,7 
を は 2 
グラ ね .。 


ラグ 


も 
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、 


ーー £ 
コ 


SO 
会 、 


マ 洛 醒 S 癌 遺 | 


2() アイ テム を 持た せる 


女の子 に アイ テム を 持た せ て み ま し た 。 持つ アイ テム に よっ て 重心 の 位置 、 身 体 の 動き な ど が 変わ っ て き 
ます の で 、 気 を つけ て 描き まし ょ う 。 








© モッ プ を 持つ 


モッ プ を どこ で 持っ て いる か に よっ て 描き 方 が 変わ り ま す 。 
この 作例 の 場合 は モッ プ を 左手 で 持ち 抱え て いる こと に 
注意 し て 描き まし ょ う 。 


ここ" 場 る パ 
石 チ 』 又 ん の 
当り 的 4 表現 で 


"けけ 
*% 拭 < 時 

除く 

た 訪 で に 


な りす ます 





いる の で 、 身 体 の 重 
心 は 左足 に な り ま す 。 


SN に 
内 っ 重心 


| モッ プ を 左手 で 支え て 
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後 で る 庫 < 
0 は 議 。 人 

に 

邊 紹 97 
“9g~ の 

作 思 と 9) と 
と り 3 ウフ 。 た 


② 棒 を 持つ 


か っ こよ く 棒 を 持た せ て み ま し ょ う 。 
足 を 開い て 安定 感 を 出し ます 。 


© キター を 持つ 

ギタ ー は スト ラッ プ で 首 か ら か け て いる の で 、 
ギタ ー の 重 さ が 肩 に か か っ て いる こと を 注意 
し て 描き まし ょ う 。 ポジ ショ ン ( 弦 を 押さ える 指 
の 形 ) な ど ま で 描き こむ と リア リティ が 出 ます 。 


司 
。 軍 半 
業 絆 
/ し 半 較 
| 挟 ) 
前 商 
前 
人 
し 衝 | 
し 剖 」 
mm 
詩 暗 
| | 
台 此 
弄 圭 、 
に 拓 
生生 各 
で 一 店 
で に 
心 
日 


呈 販 補 徹 例 選 縮 感 ま 。 
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の は 計 葵 放 選 出さ 


会 


21 小物 を 身 に つけ る 


リボ ン を つけ る 、 メガ ネ を か ける な ど 、 小物 を 身 に つけ る こと に よっ て より 可愛 らし さ が 出 せる よう に な り ま す 。 
また 、 身 に つけ る と いう し ぐさ を 描く こと に よっ て 、 動作 に 対す る 視野 が 広がり ます 。 












2 2 
Q シ ュ シ ュ を つけ る 
シュ シュ は 、 フ ワ フ ワ で と て も 可愛 いら し い 
アイ テム で す 。 柔らか く 描 いて あげ まし ょ う 。 


② リ ボン を つけ る 
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人 全 3 が? 
〇 メガ ネ を か ける /)/ | | 


メガ ネ を か ける こと に よっ て 魅力 が 倍増 する |/|/( 人 | 加 | | 






こと も あり ます 。 可愛 く 描い て あげ まし ょ う 。 


月 
四 る 名 は 
② う ビン ど め を つけ る IS 捕 5 
et 生 非 
i A 
と は う 


見 ゃ 応じ に 。 


© マフ ラー を する 


マフ ラー は 冬 を 表現 する 大 切な アイ テム で す 。 
また 、 可愛 らし さ を 出 す の に も っ て こい の アイ テム で も あり ます 。 
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22 表装 を 身 に つけ る 


職業 ・ 仕 事 に よっ て 衣装 ・ 制 服 は さま さま で す 。 可愛 い 衣装 、 色 っ ぽい 衣装 、 機 能 的 な 衣装 な ど 、 衣 装 
の 可愛 い 描 き 方 を 、 資料 的 な 要素 も 含め て いく つか 描い て み ま し た 。 











② ナ ー ス (看護 師 ) を 描く 


ナー ス 服 に も いろ いろ ある よう で す が 、 今 回 は セン ター に ファ スナ ー 
の ある タイ プ を 描い て み ま し た 。 








月 (As 
し そ 移 居 の 
ルオ い 


RItTA は 3 。 
\ 


A / /N 
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②③ 巫女 を 描く 


巫女 は 神 に 仕え る 仕事 。 清らか な 
イメ ー ジ で 描き まし ょ う 。 衣装 の 柔 
ら か さ に も 気 を つけ まし ょ う 。 





こ ⑫⑱ 感 jc 
ジ 2933 


: 立体 的 に 描き まし ょ 
SM 当 う 。 少 し 内 厚 の 方 が 


まい ゆで し よう 。 


A, a 











大 絡 、 
J こん 4 が 
私 7。 








四 衣 浴 9 
放ち 医 ピン 
で { 井 3 し 、 う , 
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エエ Vn 邊 対 


& 22 | 衣装 を 身 に つけ る 


3 保母 (保育 士 ) を 描く 
保母 さん は 優し い イ メー ジ で す が 大 切 で す 。 
美人 と いう より 、 可 愛 い 方 が イメ ー ジ し や す 
いで し ょ う 。 












エア ロリ 
す ど も た ち 
そよ うに 
Th 
な 77 ケ か 


保母 さん の 日 常 の 光景 を 
描い て み ま し た 。 


6 健 呈 そん と は 
の の りり 39 に て 
) シュ ング 
} NN スズ 3 内 
この 多 狼 財 。 ゃ グ f 人 人 


- お で S し 。 









ひ CS[ 
(SE, た NY 
3 1) ば 7 C 
m い 2 うち 
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② メ イド を 描く 


元気 いっ ぱい 、 は ち 切 れん ば か り の メイ ド さ ん で す 。 
ベー シッ ク な メイ ド 服 を 


描い て み ま し た 。 了 9 た 坊 た る 
テス 全 人 か 
向っ り 対 
和 効 を (』 っ 
た の りか 
- 人 > 。 
候 , ァ aoi ) 
ズリ , 4 みろ 
4 Cy / W 
kA や や A 
イグ 
Nr / グ のみ 上 


るり 録 と 4 
史記 て P 放 と ブフ TY 


ク PD 

で まさ ルリ 4 1 ME 
人 は 便り gy ァ 

友 改 、 

Sb [て 


3 いそ すし つう ! 


少し 色っぽい メイ ド さ ん 。 メイ ド 信 
服 の 柔らか さと 女の子 の 柔らか 


さ を 合わ せ て 描い て み ま し ょ う 。 ト 


『 ヽ 
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“EVR 問 対 


著者 プロ フィ ー ル 
名 前 :toshi 


<$ my に 年 齢 : ひ みつ ~>< 
か 思 つう 趣味 : 上手く な る 期待 を 込め て 絵 を 描く こと 
好き な 音楽 : 流 行 モ ノ を 聴い て いま す 
か を っ 欲し いも の : 画 力 が 欲し い ー! 一 緒 に 頑 


張っ て いき まし ょ う 
pixiv-ID:ld=637016 














私 が 絵 を 描く 上 で いち ば ん 重要 視 し て いる の が 、 自然 で 本 当 に いそ うな 
キャ ラク ター を 描く と いう こと で す 。 この 考え 方 は 、 後 述 し ます が 、 あ る 
方 と 出会っ て 自分 な り の 絵 の 方 向 性 に 気付 いた と き に 始ま り 、 今 に 至っ 
て いま す 。 キ ャ ラク ター の 表現 方 法 に は 、 イ ラス ト 、 漫 画 、 ア ニ メ な ど 、 
いろ いろ な ジャ ン ル が あり ます が 、 キャ ラク ター の 基本 は 人 間 が 元 に な っ 
て いま す 。 そ し て 、 どれ を と っ て も 自然 で 本 当 に いそ うな キャ ラク ター を 
描く こと と が 、 リ アリ ティ に 繋が り 、 キ ャ ラク ター の “魅力 を 引き 立て る "と 
考え る か ら で す 。 自然 な 表現 が 描け れ ば 、 後 は それ を 元 に 省略 し た り 、 
追記 し た りす る こと で キャ ラク ター を 創り 出し て いく こと が 可能 で す 。 私 
の 考え は 、 そ うい うこ と が 元 に な っ て いま す が 、 み な さん 独自 の 考え 方 
を 大 切 に 、 素晴らし い イ ラス トラ イフ を いっ し ょ に 創っ て いき まし ょ う 。 





了 著者 の 原点 


みな さん 、 お そら く 絵 を 描き 始め た 頃 は 、 好き な 絵師 さん 
の 絵 、 漫画 、 ア ニ メ の 複写 か ら 描き 始め た と 思い ます 。 今 
も 現に そう し て 描い て いら っ し ゃ る 方 も 多い こと で し ょ う 。 
私 も そう で し た し 、 好 き な キ ャ ラク ター が 描け た こと が 自 
信 に 繋が り 、「 も っ と こう し た ら 」 っ て 、 意欲 満々 描い て い 
まし た 。 

その 頃 、 私 は アニ メー ター に な る 夢 を 描い て いま し た 。 そ 
ん な と き 、 と ある 有名 アニ メー ター の 方 に 会 う 機会 が あっ 
て 、 言わ れ た こと が あり ます 。 「 き み の 絵 は ひ 〇 くん の 絵 に 
そっ くり だ ね 。 で 、 君 の 本 当 の 絵 を 見 て みた いん だ けど な 
い の ?」 …… あ り ま せん で し た > ぐ 。 

その 言葉 に 衝撃 を 受け まし た 。 「 本 当 だ 、 オ リ ジ ナ ル が な 
い !」 目 か ら 鱗 で し た 。 そ の 方 は 、 こ う も お っ し ゃ っ て いま 
し た 。 「 確 か に 、 ア ニ メ ー タ ー と し て や っ て いく の な ら 、 今 
の まま で 良い か も し れ な い 。 で も 、 人 の 真似 を し て いる 限 
り そ の 人 に は 勝て な いし 、 も し 君 が キ ャ ラ デ ザ と か を や り 
た いな ら 、 今 の まま で は な れ な いよ 。 オリ ジ ナ ル を 描い て 
みな さい 。 そ し て 、 街 に 出 て いろ ん な 人 を 見 て みな さい ]」 。 
次 の 日 か ら 日 常 の 人 の 行動 、 仕 草 な ど いろ いろ 観察 する 
よう に な り ま し た 。 日 々 な に げ な く 生 活 し て いま す が 、 そ ん 
な 中 に は 美しい と ころ も 本 いと ころ も 存在 し ます 。 そ れ が 
その 人 の 個性 で あり 魅力 で も ある と 思い ます 。 「 こ れ だ ! 
これ を 描け ば 立派 な オリ ジ ナ ル に な る 」 。 そ れ が 私 の 原点 
で す 。 ち な み に そ の 方 は 、 私 が 影響 を 受け て 描い て いた 
アニ メ 会 社 の 社長 さん で し た 。 
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日 常 の 観察 は 、 発想 の か た まり 


街 に 出 て いろ いろ 観察 し て いる と 、 誰 一 人 同じ 行動 を し な いこ と に 気付 きま し た 。 
人 の 仕草 、 感 情 表現 な ど 、 性 格 に よる 表現 の 違い な の で し ょ う が 、 人 それ ぞ れ で 
し た 。 み な さん も 観察 し て みて くだ さい 。 面白 いで す よ て ! それ を 是非 、 絵 に 取 
り 入 れ て みて くだ さい 。 わざ と らし く な い 、 自然 な 表現 が 生ま れ て くる と 思い ます 。 
プロ の 方 は 、 そ れ を 武器 と し て 、 他 の 人 に な い オ リ ジ ナ ル の 表現 を 模索 し て み 
て くだ さい 。 きっ と そこ に あな た らし さと いう 表現 が 生み 出さ れる と 思い ます 。 













a 


日 常 の 観察 は 、 自然 現象 も ! 


自然 現象 も 、 観察 に より レベ ル ア ッ プ で きる 要素 の ひと 
つ で す 。 日 常 観 察 は 、 人 に 対し て だ け で は あり ませ ん 。 
' 自然 現象 な ど 、 自然 物 も 勉強 で きま す 。 例え ば 、 水 の 表 
N PNe 現 も その ひと つ で す 。 掃除 の 風景 に 例え て み ま し た が 、 
(の ce いろ ん な 水 の 表現 が で きる と 思い ます 。 自然 現象 も 、 
日 々 違い ます の で 、 毎 日 が 勉強 で すね 。 





こん な 環境 で 描い て いま す 


アナ ログ か ら デ ジタル へ の 移行 に 戸惑い も いっ ぱい あり 
ます が 、 少 し は デジ タル に も 慣れ て きた と 思い ます 。 今 い 
ちば ん の 悩み は 、 線画 を 描く の に デジ タル だ と アナ ログ 
の 3 一 4 倍 く らい か か る こと で す 。 > < 

これ は 慣れ れ ば 直る の か な ? 

これ か ら も 、 も っ と 読者 の 皆様 に 貢献 で きる よう 、 よ り 良 
い 講 座 が 描け れ ば と 思っ て いま す 。 つ た な い 内 容 だ っ た 
か も し れ ま せん が 、 少 し は 皆様 の 参考 に な れ は 嬉し いで 
0 か が だ っ だ で し ょ ぼ げ ? 

また 、 べ つの 形 で で も 貢献 で きれ ば と 、 頑張 っ て まい り ま 
す 。 こ れ か ら も よろ し く お 願 いし ます 。 





toshi 
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、Iinfo@MdN.co.jp | 
| 、 本書 の 内 容 に 関す る ご 質問 は 、E メ ー ル の み の 愛 付 と な り ま す 。 メー ル の 件 名 は 「 キ ャ ラ に 生命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テ クニ ッ ク 質問 係 ] と | | 
| 明記 し て くだ さい 。 電話 や FAX、 郵 便 で の ご 質問 に は お 答え で きま せん 。 ご 質問 の 内 容 に より まし て は 、 し ば らく お 時 間 を いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。 

| また 、 本 書 の 範囲 を 超え る ご 質問 に 関し まし て は お 答え いた し か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
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